
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壮行式の際に各部が行った決意表明を紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今週末は地区新人大会です。３年生の思いを受け継いで、これまで懸命に練習に取り組んできた１・２

年生が、いよいよその成果を発揮する時を迎えます。 

 １８日（金）に壮行会が行われました。各部の決意表明からは、仲間と自分を信じ全力で戦い抜いてく

るという気概を、応援委員による応援からは、部員の士気を一層高める力強さを感じました。 

 昇降口には、３年生から後輩へ向けた温かい応援メッセージが掲示され、新月中生が一丸となって大会

へ臨むのだという雰囲気を盛り上げています。 

１・２年生の運動部員には、最後まで粘り強く戦ってくることを、また、３年生には、後輩の健闘を祈

りながら、実力テストに全力を注ぐことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真：（左）応援の様子、（右）３年生からの応援メッセージ】 

気仙沼市立新月中学校               令和８年９月２４日発行 

新月中だより 
学校教育目標：共生社会を主体的に生きて幸せを広めて歩む人間を育成する 

 

文責：教頭 紺野 知子 

壮行式の各部決意表明 

野球部 

私たち野球部は、３人でたくさんの支えがありながら、 

日々活動しています。今回は、松岩中学校と合同で初めて 

の新人大会に挑みます。合同チームでも１１人という少な 

い人数ですが、一人一人自分の役割を自覚して一生懸命取 

り組み、チームに貢献できるよう全力を尽くして、勝利に 

向かいます。応援よろしくお願いします。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカー部 

サッカー部は、「新人大会で優勝」を 

目標に、練習に取り組んできました。 

大会では、「チーム一丸となり、どんな 

状況でも諦めず全力でプレーし、勝利に 

突き進むこと」を頑張りたいと思います。 

応援よろしくお願いします。  

ソフトテニス部 

私たちソフトテニス部は、新人大会で地区上位 

を目標に、日々練習に取り組んできました。チー 

ムがまとまらない時期もありましたが、お互いに 

支え合って活動してきました。今回の新人大会で 

は、チーム一丸となって頑張りたいと思いますの 

で、応援よろしくお願いします。  

バレーボール部 

私たちバレー部は、人数が少 

ない中、仲間と声を掛け合い練 

習に励んできました。今年は、 

唐桑中学校と合同で新人大会に 

挑みます。支えてくれる方々へ 

の感謝の気持ちを胸に、チーム一丸となって頑張ります。応援よろしくお願いします。  

卓球部 

私たち卓球部は、部員同士で声を掛け合い、競い合いながら毎日練習に取り組んできまし

た。新人大会では、卓球部の目標である県大会出場を目指して、一人一人が全力で取り組んで

きます。中総体で負けた悔しさを忘れず、今までの練習成果を発揮できるように頑張ります。

応援よろしくお願いします。  

特設剣道部 

         私は、中総体で思うような結果を出すことができず、悔しい思いをしまし 

た。その悔しさを忘れず、新人大会では、今までの練習の成果を出し切れる 

ように頑張ります。 

         今回は、一勝すれば県大会に出場することができます。県大会に出場でき 

るように、最後まで諦めず、試合をします。応援よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽部合同演奏会 

 ２１日（月）に、新月中学校と気仙沼中学校との合同演奏会が行われました。 

 本校３年生にとっては、この演奏会をもって引退となる、３年間の努力を発揮する晴れ舞台。新月中単

独ステージでは、これまでの思いを込めて奏でた音と、新月中生としての愛校心・プライドを感じさせる

校歌の歌声で、会場にいるすべての人の心を震わせました。 

 新月中、気仙沼中、プロの演奏家による合同ステージも、聴き応えのある素晴らしい演奏でした。 

 真摯に吹奏楽と向き合ってきた生徒たちにとって、他校の吹奏楽部の生徒やプロの演奏家とともに演奏

できたことは、大変貴重な経験になったことでしょう。このような機会に恵まれたことや様々な方との出

会いに感謝の気持ちでいっぱいです。今回の経験が生徒たちのこれからの人生の中で、プラス要素となっ

て生きることを期待しています。 


